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１月８日（水）、沖縄県うるま市でCSF患畜、疑似患畜が確認されました。 

１． 発生農場  沖縄県うるま市 ２戸３農場 

２． 飼養状況  ５２例目：３９３頭   

      ５３例目：９２１頭 

３． 経  緯 
(１） 1月６日（月）、農場から飼育豚が死亡している

との報告があり、家畜防疫員が立入検査を実施。 

(２） 専門研究機関での精密検査の結果、８日（水）に患畜と判明（５２例目）。

また、当該農場と飼養管理者が同一の農場（同市）の飼養豚が疑似患畜

とされた（８２５頭､１戸２農場）。 
 
(３） １月７日（火）、５２例目に隣接する農場への立入検査を実施。８日（水）

に疑似患畜が確認された（５３例目）。 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

沖縄県でCSF(豚コレラ)確認！ 
【沖縄県初発・国内 5２、５３例目】 

 
中 央 家 畜 保 健 衛 生 所 

村山地域家畜畜産物衛生指導協会 

〒990-2161 山形市漆山 736 番地 

Tel  023-686-4410/Fax  023-686-5715 

  
★日頃から豚の様子をしっかり観察し、 CSF の特定症状（裏面参照）

を発見した場合は、早期に通報。    
★ 豚舎ごとに長靴の交換。 

特に、分娩舎は出入り頻度が高いため、ウイルス侵入のリスクが高

くなりますので専用長靴に履き替え、掃除・消毒・手洗い等を徹底。 

★ ウイルスを持ち込む可能性のあるネズミの駆除。 
 
★ 野生動物の侵入防止対策に努め、農場以外の人、車両と
の接触の可能性が高い場所（例えば出荷台など）の消毒徹底。 

農場を守るため、再度ご確認ください！ 



 

 

 

CSFを疑うような症状を見つけた時は、中央家保まで連絡を！ 

中央家畜保健衛生所 023-686-4410（休日・夜間共通） 


